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〔資　料〕

認知症みまもりサポートブック試案
～安心して地域で暮らせるまちづくりをめざして～

髙橋　謙一1）　　寺村　直子2）

Dementia Watch Support Book Draft: 
For a community where people can live with peace of mind

Kenichi TAKAHASHI1）　　Naoko TERAMURA2）

要旨：近年、認知症高齢者の徘徊による行方不明が多発している。これに対し牛島地域包括支援センター南寿園で
は警察署と協働し、地域の協力事業所（者）を対象に「認知症高齢者みまもり模擬訓練」を行った。この模擬訓練
は義務化されていないこともあり、開催している地域は少ない。また、マニュアルがないため、地域包括支援セン
ターと管轄警察署が協議しプログラムを作成して行っている状況にあった。
　今後、圏域内の地域住民も参加して「認知症高齢者みまもり模擬訓練」を開催することも想定されることから、
先行研究や参加した地域の協力事業所（者）のアンケート結果を参考に、マニュアル作成の一助となり得るハンド
ブック「認知症みまもりサポートブック」を作成し、「認知症高齢者みまもり模擬訓練」の標準化を図ることを試みた。

キーワード：認知症高齢者、徘徊模擬訓練、サポートブック

Abstract：Recently, many older adults with dementia have been reported missing due to wandering. Therefore, 
the Ushijima Community Comprehensive Support Center, Nanjuen, collaborated with local police and conducted 
a “Monitoring Training for Dementia Watch of the Elderly” for local cooperating businesses and residents. 
However, such training sessions were conducted in few areas, partly owing to their non-compulsory nature. 
Additionally, due to the lack of a standardized manual, the Community Comprehensive Support Center and local 
police consulted to create different Dementia Watch programs in each area.
In the future, local residents will also be expected to participate in the “Monitoring Training for Dementia 
Watch of the Elderly.” Based on previous studies and the interview results, this “Dementia Watch Support Book 
Draft” was created as an intermediary step to facilitate the creation of a standardized manual for “Monitoring 
Training for Dementia Watch of the Elderly” for participating local businesses and residents.
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Ⅰ．はじめに
　認知症になっても住み慣れた地域で安心してそ
の人らしい生活を継続することを目的に、牛島地
域包括センター南寿園は管轄警察署と協働し、地
域の協力事業所（者）注１）を対象に「認知症高齢
者みまもり模擬訓練」を2019年９月と2020年10月
に開催した。このプログラムは、認知症の中核症
状と行動心理症状（BPSD）の理解と地区の「SOS
ネットワーク」体制の周知を図る講義を行った後、
道迷い認知症高齢者に扮した人の発見から保護に
至るまでを参加型で行っている。
　なお、模擬訓練は義務化されていないこともあ
りマニュアルがないため、牛島地域包括支援セン
ター南寿園と管轄警察署が協議のうえ、プログラ
ムを作成している状況にあった。
　また、秋田市内において、現在この模擬訓練を
開催している地域は極めて少ない。今後、南圏域
内の地域住民が参加して「認知症高齢者みまもり
模擬訓練」を開催して行くには、各地域の特徴を
尊重しながらも標準化していくことが望まれる。
そこで、地域包括支援センター南寿園では、「認
知症高齢者みまもり模擬訓練」の際のマニュアル
作成の一助となるハンドブックを試案した。

注1）
「SOSネットワーク（高齢者さがしてネットワー
ク）」に登録している協力事業所（者）地域の小
売店、訪問配達販売（牛乳、乳酸飲料等）、地区
社会福祉協議会、地区民生委員・児童委員、郵便
局、銀行、ガソリンスタンド、薬局、介護保険事
業所などがある。

Ⅱ．目的
　認知症高齢者みまもり模擬訓練の標準化を図る
ために、「認知症みまもりサポートブック」を作
成する。

Ⅲ ．「認知症みまもりサポートブック」の作成方
法について

　「認知症みまもりサポートブック」の作成にあ
たり、先行研究（事例）を参照し、検討した。また、

「認知症高齢者みまもり模擬訓練」はプログラム
終了後に参加した協力事業所（者）を対象にアン
ケートを配布して振り返りを行っており、そのア
ンケート結果も参考に「認知症みまもりサポート
ブック」に掲載する内容を検討した。

　１．先行研究から
　　 　認知症高齢者徘徊模擬訓練の有効性や効果

に関する先行研究はあるが、徘徊模擬訓練に
関係したサポートブック作成に関する先行研
究は検索できなかった。そこで、認知症高齢
者みまもり模擬訓練のプログラムに沿った内
容の掲載時のポイントや演習時の使いやすさ
という観点から、丹（2011）「小児救急無料
パンフレットの保管率と保護者の意見」や石
川（2010）「日本女子大学目代キャンパスに
おける学生向け地震防災啓発のための提案」
を参考にして検討した。

　２ ．「認知症高齢者みまもり模擬訓練」後のア
ンケート調査内容と分析方法

　　１）アンケート内容
　　　（１） 「認知症高齢者みまもり模擬訓練」の

構成について
　　　（２） 疑似体験をしたことにより、実際の

場面で実践できそうか
　　　（３） 「認知症高齢者みまもり模擬訓練」の

感想（自由記載）
　　２）調査日
　　　　2019年9月18日及び2020年10月22日
　　３）分析法
　　　 　多肢選択法の回答については単純計算を

した。自由記載については文脈を整理し、
「認知症高齢者みまもり模擬訓練」の構成
で、参加者が具体的によかった、理解でき
たと思った事柄や不安に感じている事柄に
ついてカテゴリー化した。

　　４）倫理的配慮
　　 　調査対象者には、調査目的、調査協力は任

意であり不参加が個人の不利益にならないこ
とや個人が特定されることはないこと、デー
タの取り扱いについて口頭及び書面にて説明
し同意を得た。また、管轄する牛島地域包括
支援センター南寿園管理者の許可を得た。

　３ ．先行研究結果から得られた「認知症みまも
りサポートブック」作成時の留意点

　　 　丹（2011）はパンフレットに掲載する内容
について、「全ての情報を提供するというよ
りも、必要な情報を実用的教材にする」、「効
果的表現としてイラストを用いること」また、
有効なものにするには「パンフレット自体の
役割を利用者視点で明確にしながら、利用者
評価を行っていく必要がある」ことや「パン
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フレット単独での教育効果は低く、経験と組
み合わせることが必要」と述べていた。そし
て、パンフレットのサイズについては、常時
携帯できるように「母子手帳」の大きさと同
じにしていた。

　　 　また、石川（2010）は「携帯版地震防災ガ
イド冊子」について、一般的事項を除き、情
報量を地震発生直後に特化した内容で構成
し、常に携帯できるようにしていた。学生へ
の質問紙調査から常に携帯する財布に着目
し、現金以外に収納しているものはカード類
であることから、一枚の紙を冊子状に折りた
たんだ際にカードと同等の大きさにして、収
納できるよう作成していた。

　４ ．「認知症高齢者みまもり模擬訓練」後のア
ンケート結果

　　 　2019年度は、秋田市の南圏域（牛島地域包
括支援センター南寿園、御所野包括支援セン
ターけやき、雄和地域包括支援センター緑水
苑）の協力事業所（者）を対象に開催し、70
名の参加があった。2020年度は牛島地域包括
支援センター圏域内の協力事業所（者）を対
象に行われ、17名の参加があった。

　　 　アンケート用紙については、2019年度は64
名から回収、2020年度は17名から回収した。

　　１ ）「認知症高齢者みまもり模擬訓練」の構
成について

　　　 　2019年度は「わかりやすかった、理解で
きた」100％（64名）であった。

　　　 　2020年度は「わかりやすかった、理解で
きた」88.2％（15名）、「分かりにくかった、
よく理解できなかった」11.8％（２名）で
あった（図１）。

　　２ ）疑似体験をしたことにより、実際の場面
で実践できそうか

　　　 　2019年度は「できると思う」9.3％（6名）、
「難しいと思う」66.8％（44名）、「分から
ない」21.9％（14名）であった。

　　　 　2020年度は「できると思う」が88.2％（15
名）、「難しいと思う」11.8％（２名）であっ
た（図２）。

　　３ ）「認知症高齢者みまもり模擬訓練」の構
成に関する自由記載について

　　　 　2019年度では、よかった、理解できた事
柄として「道迷い認知症高齢者への声のか
け方が分かった」10人、「疑似体験をした

ことで、発見から保護に至るまでの流れを
知ることができた」５人、「地域のSOSネッ
トワークを知ることができた」４人であっ
た。不安・不満に感じている事柄として「道
迷い認知症高齢者に遭遇した際に訓練通り
にできるか不安」12人であった。なかでも、

「道迷い認知症高齢者の反応に対する柔軟
な対応への不安」９人、「声のかけ方が不安」
３人であった。

　　　 　2020年度では、よかった、理解できた事
柄として「道迷い認知症高齢者への声のか
け方が分かった」３人、「地域のSOSネット
ワークを知ることができた」２人、「疑似
体験をしたことで、発見から保護に至るま
での流れを知ることができた」１人であっ
た。不安・不満に感じている事柄として「不
審な行動と感じても、道迷い認知症高齢者
と判断できず、声かけができない」１人、「認
知症症状の理解よりも疑似体験に時間をか
け過ぎている」１人であった（表１）。

図１　 「認知症高齢者みまもり模擬訓練」の構成に
ついて

図２　 疑似体験をしたことにより、実際の場面で
実践できそうか
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　５ ．「認知症高齢者みまもり模擬訓練」後のア
ンケート結果から得られた「認知症みまもり
サポートブック」作成時の留意点

　　 　「認知症高齢者みまもり模擬訓練」のプロ
グラム構成に沿って使用できることや、保護
から通報までの流れを明記すること、演習で
不安を感じている事柄には、「道迷い認知症
高齢者への接し方のポイント」を具体的にす
ることが確認できた。

Ⅳ ．作成した「認知症みまもりサポートブック」
の特徴（図３）

　講義と模擬演習の両方で使用できるようにし
た。掲載方法については、「認知症高齢者みまも
り模擬訓練」のプログラムの流れに沿いながら時
間配分を考慮した分量にし、関連内容は見開きに
して理解しやすいようにした。また、不安と感じ
ている事柄については、フリー素材を中心に用い
て分かりやすいようにした。
　サポートブックのサイズについては、模擬演習
で参加者が疑似体験する際に片手で持ちやすく、
着衣のポケット等に収納しやすいことや、普段の
外出の際に携帯可能な大きさを検討し、「お薬手
帳」と同じサイズで作成した。さらに、冊子内の

ページの一部を切り取りカード状にして最低限度
の必要情報を財布やカード入れに入れて携帯でき
るようにした。
　なお、サポートブックを小型化することで、文
字が見えにくくなることが懸念された。そこで、
ユニバーサルデザインのコンセプトに基づきフォ
ントメーカーモリサワが開発した視認性がよいと
いわれるBIZ UDゴシックを使用し、可能な範囲
で太字を使用した。

Ⅴ ．作成した「認知症みまもりサポートブック」
を活用することの評価と課題

　参加した協力事業所（者）からの「認知症高齢
者みまもり模擬訓練」のプログラムへの満足度は
高く、そのプログラム内容に準じてポイントを絞
り作成した。南圏域の各地域包括支援センターか
らは、このサポートブックを活用することで、南
圏域内の協力事業所（者）や地域住民を対象に開
催する「認知症高齢者みまもり模擬訓練」の標準
化を図ることの期待的評価を得た。
　しかし、参加事業所（者）へのアンケートは基
本的属性が欠落しているため、ハンドブックのサ
イズや文字の大きさ、使いやすさ、掲載内容の理
解しやすさ等については、今後「認知症高齢者み

表１　「認知症高齢者みまもり模擬訓練」の構成に関する自由記載
2019年度 n=64

よかった、理解できた事柄 人
道迷い認知症高齢者への声のかけ方がわかった 10
発見から保護に至るまでの流れを知った 5
SOSネットワークを知ることができた 4

不安・不満に感じている事柄
道迷い認知症高齢者に遭遇した際に訓練通りにできるか 12
（内訳） 道迷い認知症高齢者の反応に対する柔軟な対応 （9）

声のかけ方 （3）

2020年度 n=17
よかった、理解できた事柄 人

道迷い認知症高齢者への声のかけ方が分かった 3
発見から保護に至るまでの流れを知った 1
SOSネットワークを知ることができた 2

不安・不満に感じている事柄
不審な行動と感じても、道迷い認知症高齢者と判断できず、声かけができない 1
認知症症状の理解よりも疑似体験に時間をかけ過ぎている 1
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図３　認知症みまもりサポートブック

まもり模擬訓練」で使用し、その結果から修正し
ていく必要がある。そしてまた、作成したハンド
ブックを活用し標準化を図る一方で、マニュアル
作成のための一助となり得るには、参加者へのア
ンケート項目を検討し、データを蓄積して検証し
ていく必要がある。
　「認知症高齢者みまもり模擬訓練」を2016年度
から2018年度にかけて開催した秋田市新屋地区で
は、通行人の中から道迷い認知症高齢者に気づき
発見する模擬訓練やGPS機器を使用した訓練等の
応用プログラムを作成し行っていた。したがって、
南圏域内の協力事業所（者）や地域住民を対象と
した「認知症高齢者みまもり模擬訓練」の開催回
数や参加者の経験値を考慮し、地域の特性に合わ
せた応用プログラムの作成が必要となる。
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